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新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

９
２

０
回

 

前
鬼

前
鬼

前
鬼

前
鬼
のの のの
里里 里里
へ
の

へ
の

へ
の

へ
の
古
道

古
道

古
道

古
道
・・ ・・
牛
抱
坂

牛
抱
坂

牛
抱
坂

牛
抱
坂
(( ((
旧
前
鬼
道

旧
前
鬼
道

旧
前
鬼
道

旧
前
鬼
道
)) ))
のの のの
踏
査

踏
査

踏
査

踏
査
    

◇
実

施
日

；
２

０
１

７
年

０
３

月
２

５
日

(土
) 

 
薄

曇
り

時
々

晴
 

 
 

◇
参

加
者

；
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
沖

﨑
吉

信
、

山
川

治
雄

、
梶

野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

５
名

。
 

３
月

２
１

日
、

沖
﨑

さ
ん

に
連

絡
し

て
、

牛
抱

坂
の

踏
査

を
２

６
日

に
行

う
こ

と
を

決
め

た
が

、
翌

日
に

電
話

が
あ

り
、「

２
４

日
に

熊
野

の
山

川
さ

ん

宅
で

ミ
ー

テ
ィ

ン
グ

、
２

５
日

に
牛

抱
坂

と
し

た
い

」
と

の
事

で
あ

っ
た

。
 

天
気

予
報

で
は

２
５

日
の

天
気

は
、
良

好
な

よ
う

な
の

で
、
す

ぐ
に

O
K

 
し

て
２

４
日

に
新

宮
へ

向
か

っ
た

。
 

山
川

さ
ん

宅
は

、
熊

野
市

有
馬

で
「

山
ち

ゃ
ん

」
と

言
う

お
好

み
焼

き
店

を
さ

れ
て

い
て

熊
野

市
で

は
繁

盛
店

と
聞

き
、

山
の

帰
り

に
一

度
店

へ
寄

ろ

う
か

と
の

話
が

山
川

さ
ん

に
伝

わ
り

、
急

遽
、

店
で

な
く

山
川

さ
ん

の
実

家

( 熊
野

市
池

川
) の

バ
ー

ベ
キ

ュ
ー

山
荘

に
お

誘
い

が
あ

り
、
山

上
皓

、
川

島
、

沖
﨑

、
橋

本
、

中
前

、
児

嶋
、

梶
野

の
７

名
が

１
６

時
か

ら
１

９
時

迄
、

お

好
み

焼
き

+
焼

肉
+
椎

茸
+
干

物
+
猪

肉
等

の
美

味
し

い
ご

馳
走

で
懇

親
会

を

開
き

、
川

島
、

山
川

、
橋

本
さ

ん
も

踏
査

に
参

加
す

る
こ

と
に

な
っ

た
。

 

 

 
 

 
 

 

大
き

な
山

桜
の

下
に

て
 

 
お

好
み

焼
き

や
バ

ー
ベ

キ
ュ

ー
を

囲
ん

で
懇

親
 

 
 

２
５

日
。

新
宮

の
ホ

テ
ル

を
午

前
７

時
前

に
チ

ェ
ッ

ク
ア

ウ
ト

し
て

、
ホ

テ
ル

前
で

沖
﨑

さ
ん

を
待

つ
。

７
時

ち
ょ

う
ど

に
、

橋
本

さ
ん

同
乗

の
沖

﨑

車
が

到
着

、
川

島
さ

ん
と

山
川

さ
ん

を
拾

っ
て

池
原

に
向

か
っ

た
。

午
前

８

時
２

０
分

、
池

原
到

着
、

ト
イ

レ
を

済
ま

せ
て

前
鬼

口
に

向
か

う
。

 

前
鬼

口
か

ら
前

鬼
林

道
に

入
り

、
西

の
谷

よ
り

約
5
0
m
前

鬼
側

の
石

垣
が

積
ま

れ
た

牛
抱

坂
登

り
口

に
到

着
、

こ
こ

で
川

島
、

橋
本

、
山

川
の

３
名

を

降
ろ

し
て

、
沖

﨑
車

を
林

道
ゲ

ー
ト

に
デ

ポ
す

る
た

め
２

台
で

ゲ
ー

ト
ま

で

行
っ

た
。

 

ゲ
ー

ト
前

に
駐

車
車

両
は

無
く

、
手

前
の

広
場

に
２

台
が

止
ま

っ
て

い
る

だ
け

だ
っ

た
。

西
の

谷
ま

で
戻

っ
て

路
肩

に
梶

野
車

を
停

め
登

山
開

始
、

 

 
 

 
 

 
 

 

西
の

谷
側

登
山

口
 

 
 

 
牛

抱
坂

を
登

り
始

め
る

 
 

尾
根

合
流

点
で

小
休

止
 

 

 
 こ

の
山

域
に

数
十

回
入

っ
て

お
ら

れ
る

山
川

さ
ん

も
始

め
て

の
コ

ー
ス

で

先
頭

に
登

る
、

や
は

り
急

登
で

あ
る

。
 

牛
抱

坂
の

古
道

は
、

は
っ

き
り

残
っ

て
い

て
、

土
止

め
や

階
段

が
あ

ち
こ

ち
に

見
ら

れ
た

。
途

中
、

西
の

谷
方

向
と

北
側

の
林

道
方

向
へ

下
る

道
が

確

認
さ

れ
た

が
、

こ
れ

ら
は

林
業

の
作

業
道

と
思

わ
れ

る
。

 

尾
根

の
合

流
地

点
で

小
休

止
、

こ
ん

な
急

登
な

の
に

小
牛

を
抱

い
て

登
っ

た
の

か
、

昔
の

人
は

本
当

に
偉

い
と

思
っ

た
。
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登
る

に
つ

れ
不

動
七

重
滝

( 不
動

の
大

滝
) の

滝
音

が
響

き
、

梢
越

し
に

滝

口
が

見
え

た
。
牛

抱
坂

の
急

な
登

り
P

9
0
3
m
近

く
は
露
岩

と
獣
除

け
ネ

ッ
ト

が
あ

り
、

P
9
0
3
を

越
え

る
ま

で
は
順
調

と
言

っ
て

も
、
急

登
と
ピ

ー
ク
辺

り

の
尾

根
は
永
年

の
間

に
小
径
木

が
生

え
、
枝
打

ち
な

ど
で

２
時
間

か
か

っ
た

。
 

 
 

 
 

 

整
備

の
跡

が
見

ら
れ

る
 

 
9

0
3

m
辺

り
の

ネ
ッ

ト
に

沿
っ

て
 

P
9

0
3

m
辺

り
か

ら
眺

望
 

 

地
図

で
は

P
9
0
3
m
西

側
の
鞍
部

か
ら
少

し
登

り
、
大
タ
ワ

谷
の
源

流
部

を

ト
ラ

バ
ー

ス
気

味
に

道
は
続

い
て

い
る

が
、
獣

道
ら

し
い

も
の

が
あ

る
が

、

古
道

の
面
影

が
全

く
見

当
た

ら
な

い
。

大
き

な
岩

に
突

き
当

た
り

「
こ

こ
は

無
理

や
で

」
と
高
捲

き
を

始
め

た
。

こ
こ

で
岩

の
向

う
側

や
下

方
を

確
認

し

な
か

っ
た

こ
と

が
悔

や
ま

れ
る

。
 

高
捲

き
は

、
古

い
獣
除

け
ネ

ッ
ト

に
沿

っ
て

尾
根

を
進

ん
だ

が
、

両
側

か

ら
小
径
木

が
伸
び

て
行

く
手

を
遮

り
、
枝
打

ち
を

し
な

が
ら

な
の

で
ス
ピ

ー

ド
は

上
が

ら
な

い
。
尾

根
に
出

る
手

前
で

川
島

と
梶

野
そ

し
て

山
川
・
沖

﨑
・

橋
本

と
３

手
に

分
か

れ
、
若

干
の
遠

回
り

に
な

っ
た

が
、
大
タ
ワ

尾
の

P
9
9
8

南
側

の
牛

抱
峠

(9
6
0
m
鞍
部

) に
到

着
。
見

え
る

前
鬼

の
里

は
望

め
な

か
っ

た
。
 

午
後

１
時

前
だ

っ
た

の
で

こ
こ

で
昼
食

。
食
後

、
西

側
へ

下
る

古
道

( 旧
前

鬼
道

) と
思

わ
れ

る
道

を
発

見
し

て
歩

き
始

め
た

。
し
ば

ら
く

し
て

G
P

S
を

見

る
と

、
転
送

し
た

ウ
エ

イ
ポ

イ
ン

ト
よ

り
も

２
０
ｍ
位
高

い
位
置

を
歩

い
て

い
る

、
下

方
を
注
視

な
が

ら
歩

く
が

、
道

ら
し

い
所

は
発

見
で

き
な

か
っ

た
。

 

 
 

 
 

 

牛
抱

峠
尾

根
を

望
む

 
 

 
牛

抱
峠

尾
根

に
上

る
 

 
 

 
ウ

リ
ネ

谷
を

渡
る

 

 午
後

１
時

３
０

分
、

き
れ

い
な
沢

を
渡

る
。

帰
っ

て
か

ら
確

認
す

る
と

、

ウ
リ
ネ

谷
の
源

流
部
付
近

だ
っ

た
。
こ

こ
に

は
林

業
の
ワ

イ
ヤ

ー
ロ

ー
プ

が

多
数

残
置

さ
れ

て
い

た
の

で
、
歩

い
て

き
た

道
は

作
業

道
か

も
し

れ
な

い
。

 

五
鬼
助

さ
ん

か
ら
獣
除

け
ネ

ッ
ト
沿

い
に

道
が

あ
る

と
聞

い
て

い
た

の
で
，

沢
を
渡

り
植

林
帯

の
獣
除

け
ネ

ッ
ト
沿

い
の

踏
み
跡

の
あ

る
作

業
道

に
沿

っ

て
、
黒

谷
峠

( Ⅲ
△

1
3
3
3
.7

m
) か

ら
北

北
東

に
派
生

し
た

尾
根

( 休
場
ノ

尾
) 

標
高

9
0
0
m
地

点
に

到
着

し
小

休
止

。
梢

越
し

に
前

鬼
の
里

が
見

え
た

。
 

牛
抱
峠

ま
で

思
わ
ぬ

時
間

が
か

か
り

、
こ

れ
か

ら
ど

れ
だ

け
か

か
る

か
先

行
き

不
安

で
あ

っ
た

が
、
こ

の
地

点
に
来

て
踏

査
の
目
安

が
つ

き
安
堵

す
る

。
 

尾
根

地
点

を
横
切

り
下

へ
と
続

く
作

業
道

を
辿

る
と

、
沢

の
上
部

を
渡

る

よ
う

に
な

る
。
Ｇ
Ｐ
Ｓ

は
大
丈
夫

か
と

聞
か

れ
て

、
踏

み
跡

は
続

い
て

い
る

が
、
次

第
に
Ｇ
Ｐ
Ｓ

が
示

す
ウ
エ

イ
ポ

イ
ン

ト
と

の
差

は
広

が
り

、
最

大
で

１
５

０
ｍ
位

に
な

っ
た

。
 

し
か

し
方

向
は
ほ
ぼ
正

し
い

の
で

下
へ

と
下

る
作

業
道

を
歩

き
続

け
て

い

る
と

、
徐
々

に
標
高

が
下

が
っ

て
、

林
道

が
見

え
る

よ
う

に
な

っ
て

き
た

。
 

古
地
図

が
示

す
前

鬼
側

の
降

り
口

は
も

う
少

し
向

う
だ

が
、
依
然
高

い
位
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置
を
歩

い
て

い
る

た
め

、
ジ

グ
ザ

グ
に

作
ら

れ
た

古
い

作
業

道
を
辿

っ
て

林

道
へ

降
り

る
こ

と
を

決
断

、
２

０
分
ほ

ど
降

り
る

と
道

ら
し

い
も

の
と
交
差

し
た

。
こ

こ
が

古
道
・
旧

前
鬼

道
の
続

き
で

あ
る

と
思

わ
れ

た
。

 

林
道

は
す

ぐ
下

に
見

え
て

い
る

の
で

、
４

名
は
そ

の
ま

ま
林

道
へ

降
り

て

も
ら

い
、

降
り

た
地

点
の

電
柱

に
テ

ー
プ

で
印

を
し

た
。

 

梶
野

一
人

で
古

道
を

前
鬼

側
へ
歩

い
た

。
こ

の
道

も
簡
単

で
は

な
か

っ
た

。

距
離

は
短

か
っ

た
が

、
２

回
高
捲

き
が

あ
り

林
道

を
歩

く
方

が
ず

っ
と
楽

だ

っ
た

。
降

り
た

場
所

は
１

８
日

に
見

つ
け

た
場
所

、
そ

の
も

の
だ

っ
た

。
林

道
に

降
り

て
小
仲
坊

へ
向

か
っ

た
、

 

 
 

 
 

 

林
道

へ
と

急
斜

面
を

下
降

 
 

 
林

道
に

降
り

る
 

 
 

 
 

 
 

小
仲

坊
に

到
着

 
 

 
 

 
 

 

小
仲
坊

に
到

着
し

た
が

、
五

鬼
助

さ
ん

は
不
在

、
林

道
ゲ

ー
ト

ま
で
歩

い

て
帰

る
途

中
で

、
登

っ
て

き
た
五

鬼
助

さ
ん

と
遭
遇

し
た

。
ゲ

ー
ト

か
ら
再

び
小
仲
坊

 
( 干

物
持

参
の
為

) 
に

戻
っ

て
、
今

日
の
結
果

を
お

話
し

し
た

。
 

牛
抱

坂
( 旧

前
鬼

道
) 通

り
で

は
無

い
が

、
全

コ
ー

ス
を

踏
査
出
来

た
の

で
、

何
処

を
調

査
、

踏
査

す
る

か
が
判
明

し
た

。
 

 行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム
    

新
宮
7
:
0
0
→
8
:
4
0
牛

抱
坂

登
山

口
(
林

道
ゲ

ー
ト

に
車

デ
ポ
)
9
:
0
5
→
9
:
5
5
尾

根
合

流
地
1
0
:
0
5
→
1
1
:
1
3
Ｐ
9
0
3
m
1
1
;
2
0
→
1
2
:
5
5
大
タ
ワ

尾
の
鞍
部
・

牛
抱

峠
1
3
:
2
0
→

ウ
リ
ネ

谷
1
3
:
3
0
→
1
4
:
0
0
休

場
ノ

尾
根
(
9
0
0
m
地

点
)
1
4
;
1
5
→

1
4
:
4
5
黒

谷
寄

り
前

鬼
林

道
→
1
5
:
0
0
小
仲
坊
1
5
:
1
5
→
1
5
:
4
0
林

道
ゲ

ー
ト

1
5
:
4
5
→
1
5
:
5
5
小
仲
坊
1
6
:
2
0
→
1
6
:
5
5
前

鬼
口
→
1
8
:
0
0
新

宮
。
(
記
；
梶

野
)
 

 
 

    


